
１．対象津波の選定

■既往最大津波：東日本大震災津波と明治三陸沖地震津波
■既往第二位津波：昭和三陸沖地震津波

大船渡市（三陸海岸越喜来地区）の津波シミュレーション結果

表1.1　既往津波別、地区毎の最大津波水位

図1.2　対象津波の判定

図1.1　既往津波の痕跡水位及び再現計算による最大津波水位
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東日本大震災 明治三陸I 明治三陸R 昭和三陸I

昭和三陸R 昭和チリI 昭和チリR 海岸工学I

海岸工学R 岩手県I 岩手県R 慶長地震I

　既往津波の痕跡高及び再現予測計算による最大津波水位を地区毎に整理し、最大値を評価値とし
た。その結果、三陸海岸越喜来地区では、既往最大津波は東日本大震災津波と明治三陸沖地震津
波が近似しているため同列評価として選定し、既往第二位津波は昭和三陸沖地震津波を選定した。
（表1.1、図1.2参照）

　三陸海岸越喜来地区【越喜来漁港海岸、越喜来海岸、泊漁港海岸】における既往津波の痕跡高
及び海岸線における津波再現予測計算による最大津波水位をグラフに整理した。（図1.1参照）

既往第二位津波
(昭和三陸沖地震津波)

計算条件：防護施設なし
計算津波水位は海岸線での数値

(チリ地震津波)

痕跡
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Ｒ：遡上高
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1896 1933 1960 2011 1896 1933 1960 - 2011
明治三陸 昭和三陸 昭和チリ 平成(3.11) 明治三陸 昭和三陸 昭和チリ 想定宮城 平成(3.11)

越喜来漁港海岸 測定値なし 測定値なし 測定値なし 12.2 12.6 8.2 - 7.2 14.0
越喜来海岸 13.4 5.6 測定値なし 15.6 13.5 8.5 - 7.3 14.3
泊漁港海岸 測定値なし 4.0 3.3 15.7 13.9 10.0 - 7.3 14.3
平均値 13.4 4.8 3.3 14.5 13.3 8.9 - 7.3 14.2
最大値 13.4 5.6 3.3 15.7 13.9 10.0 - 7.3 14.3
最小値 13.4 4.0 3.3 12.2 12.6 8.2 - 7.2 14.0
評価値 13.4 5.6 3.3 15.7 13.9 10.0 - 7.3 14.3
出典：痕跡高は東北大災害制御研究センター津波工学研究室「津波痕跡データベース」を引用
　　　　ただし、チリ地震津波の痕跡は、日本被害津波総覧（第２版）にて補足。
　　　　平成(3.11)津波は、岩手県調査及び東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ調査結果。

痕跡高 計算値

既往最大津波
(東日本大震災津波
明治三陸沖地震津波)

(慶長地震津波)
計算条件：防護施設なし

計算津波水位は海岸線での数値

　　　：計算値取得の位置
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２．施設高の検討
　2.1　既往最大津波に対して「越流させない」海岸保全施設の検討 　2.2　既往第二位津波に対して「越流させない」海岸保全施設の検討

　2.2　施設高の検討結果

※1　最大値に地震時における地盤沈下分の余裕高を考慮し、さらに0.5ｍ単位で切り上げた。

11.5

現計画津波高 7.9

既往第二位津波 昭和三陸地震津波 10.4 1.0

東日本大震災津波 14.5
1.0 15.5

明治三陸地震津波 14.2

大船渡市（三陸海岸越喜来地区）の津波シミュレーション結果

図2.2　既往第二位津波に対して「越流させない」海岸保全施設の高さ検討

図2.1　既往最大津波に対して「越流させない」海岸保全施設の高さ検討

表2.1　検討結果

区分 対象津波
最大値
（T.P.+）

余裕高
（ｍ）

必要施設高
※1

（T.P.+）

既往最大津波

波源：明治三陸地震津波
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痕跡津波高(T.P.m)

MAX T.P.+10.4m
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痕跡津波高(T.P.m)

MAX T.P.+14.5m

　対象津波の選定にて、既往最大津波は東日本大震災津波及び明治三陸地震津波が並列選定さ
れた。双方の津波での壁立て計算（海岸保全施設の高さを無限大）により「越流させない」海岸保全
施設の高さを検討した。（図2.1参照）

波源：東日本大震災津

　対象津波の選定にて、既往第二位津波は昭和三陸地震津波が選定された。該当津波での壁立て
計算（海岸保全施設の高さを無限大）により「越流させない」海岸保全施設の高さを検討した。（図
2.1参照）

波源：昭和三陸地震津波

　検討結果は表2.1のとおりである。

波源：明治三陸地震津波
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３．浸水範囲の比較

　※浸水体積：浸水区域内の各メッシュの最大浸水深×面積の合計とした。

大船渡市（三陸海岸越喜来地区）の津波シミュレーション結果

図3.1　浸水深平面分布図
（既往最大津波に対して防潮堤高［T.P.+15.5m【既往最大津波対応】］）

　施設高の検討で求めた以下の高さの防潮堤において既往最大津波が来襲した場合のシミュレー
ション結果（浸水範囲、浸水深、津波到達時間）を整理した。（図3.1～図3.3参照）
［既往最大津波対応：T.P.+15.5m、既往第二位津波対応：T.P.+11.5m、現計画堤防高：T.P.+7.9m］

図3.2　浸水深平面分布図
（既往最大津波に対して防潮堤高［T.P.+11.5m【既往第二位津波対応】］）

図3.3　浸水深平面分布図
（既往最大津波に対して防潮堤高［T.P.+7.9m【現計画堤防高】］）

越喜来小学校

市役所支所

三陸鉄道

市役所支所

越喜来小学校

三陸鉄道

　予測結果より、防潮堤を既往第二位津波対応のT.P.+11.5mまで整備した場合、現計画堤防高の
T.P.+7.9mに比べ、浸水範囲も減少し、最大浸水深は浅く、津波到達時間も遅くなり、被害レベルは
かなり低減される。

波源：東日本大震災津波
藤井・佐竹モデル(ver4.0)

波源：東日本大震災津波
藤井・佐竹モデル(ver4.0)

三陸鉄道

浸水面積：72.3［ha］

浸水体積：465.2［万m
3
］

浸水面積：90.1［ha］

浸水体積：732.1［万m
3
］

浸水深：5.9m

浸水深：1.4m

浸水深：8.9m

構造物背後

浸水深：8.5m

構造物背後

市役所支所

越喜来小学校

浸水深：11.4m

浸水深：6.7m

浸水深：14.0m

構造物背後

浸水深：13.1m

構造物背後

波源：東日本大震災津波
藤井・佐竹モデル(ver4.0)
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４．施設配置計画
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防波堤配置

配置計画案③

72.4
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内容

大船渡市（三陸海岸越喜来地区）の津波シミュレーション結果

浸水面積[ha] 72.3

465.2

配置計画案① 配置計画案②

地域内道路（北
側）の嵩上げ

10.7
泊集落構造物背

後（北側）
の浸水深[m]

10.4 ー ー

防潮堤、水門により堤内
地への津波の侵入を防
止または低減させる

河川堤防により堤内地
への河川遡上した津波
の侵入を防止または低
減させる

地域内道路の嵩上げによ
り浸水範囲を低減させる

図4.2　防潮ラインだけでの効果

（既往最大津波での防潮堤高［T.P.+11.5m【既往第二位津波対応】］）

図4.1　施設配置と防護の方針

市役所支所

越喜来小学校

三陸鉄道

波源：東日本大震災津波
藤井・佐竹モデル(ver4.0)

浸水深：5.9m

浸水深：1.4m

浸水深：8.9m

構造物背後

浸水深：8.5m

構造物背後

　　したがって、防潮堤を既往第二位津波対応のT.P.+11.5mまで整備した場合での既往最大津波来
襲時の被害レベル（浸水範囲）の低減を目的として、①地域内道路（北側）の嵩上げ、②地域内道路
（南側）の嵩上げ、③泊漁港の北側に防波堤の配置、の3案による浸水範囲の低減の検討を行った。

　防護ラインについて、海岸線付近の地形条件、背後地の土地利用、今回の被災状況等を考慮した結
果、特に防護ラインの変更が必要な理由はなく、現防護ラインは妥当と判断される。
　越喜来地区における津波防護のための防護施設の配置は以下の通りである。防潮堤を既往第二位津
波対応のT.P.+11.5mまで整備した場合での既往最大津波来襲時の被害レベル（浸水範囲）は、現計画堤
防高T.P.+7.9mの防潮堤に比べてかなり低減されるものの、依然として浸水被害が見込まれる。

構造物背後

浸水深：10.4m 浸水面積：72.3［ha］

浸水体積：465.2［万m3］
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大船渡市（三陸海岸越喜来地区）の津波シミュレーション結果

図4.3　地域内道路の嵩上げ（T.P.+12m）を合わせた効果

（既往最大津波での防潮堤高［T.P.+11.5m【既往第二位津波対応】］）

図4.4　地域内道路の嵩上げ（T.P.+12m）を合わせた効果

（既往最大津波での防潮堤高［T.P.+11.5m【既往第二位津波対応】］）

図4.5　泊漁港に防波堤を配置した効果

既往最大津波での防潮堤高［T.P.+11.5m【既往第二位津波対応】］）

市役所支所

波源：東日本大震災津波
藤井・佐竹モデル(ver4.0)

浸水面積：60.4［ha］

浸水体積：434.8［万m3］

波源：東日本大震災津波
藤井・佐竹モデル(ver4.0)

浸水深：6.5m

浸水深：0.0m

浸水深：9.7m

構造物背後

浸水深：9.4m

構造物背後

地域内道路（現況地
盤高T.P.+5～12m）を
T.P.+12mまで嵩上げ

浸水面積：67.1［ha］

浸水体積：461.0［万m3］

波源：東日本大震災津波
藤井・佐竹モデル(ver4.0)

浸水深：9.2m

構造物背後

浸水深：8.7m

構造物背後

市役所支所

越喜来小学校

浸水深：6.2m

浸水深：0.0m

　市役所支所南側の地域内道路（現況地盤高T.P.+5～12m）を
T.P.+12mまで嵩上げすることにより、図4.3に示すように市役所支所
などが立地する地域内道路背後地での浸水範囲が減少するため、
浸水被害の低減が期待できる。

市役所支所

越喜来小学校

浸水面積：72.4［ha］

浸水体積：470.2［万m3］

浸水深：5.9m

浸水深：1.5m

浸水深：8.9m

構造物背後

浸水深：8.5m

構造物背後

地域内道路（現況地
盤高T.P.+5～12m）を
T.P.+12mまで嵩上げ

配置計画案① 配置計画案② 配置計画案③

泊漁港の北側に
防波堤配置

　越喜来小学校北側の地域内道路（現況地盤高T.P.+5～12m）を
T.P.+12mまで嵩上げすることにより、市役所支所は浸水なくなる。
更に地域内道路背後地での浸水範囲が図4.3と比較して大幅に減
少するため、浸水被害の低減が期待できる。

　泊漁港の北側に防波堤を設置することによる効果は、防潮堤を
既往第二位津波対応のT.P.+11.5mまで整備した場合とほとんど
変わらない。

構造物背後

浸水深：10.7m

越喜来小学校
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大船渡市（三陸海岸越喜来地区）の津波シミュレーション結果
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大船渡市（三陸海岸越喜来地区）の津波シミュレーション結果
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